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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 479,695 4.4 29,598 7.2 36,551 32.6 26,504 16.9

2025年３月期第３四半期 459,492 △3.3 27,619 △16.8 27,573 △30.3 22,666 △15.9

（注）包括利益 2026年３月期第３四半期 39,434百万円（119.1％） 2025年３月期第３四半期 17,996百万円（△51.0％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 311.46 －

2025年３月期第３四半期 267.95 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 526,999 367,211 65.3

2025年３月期 510,942 337,877 61.9

（参考）自己資本 2026年３月期第３四半期 344,116百万円 2025年３月期 316,076百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 45.00 － 50.00 95.00

2026年３月期 － 55.00 －

2026年３月期（予想） 50.00 105.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 640,000 3.6 34,000 △4.1 39,000 13.1 29,000 4.3 340.78

１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期３Ｑ 89,234,171株 2025年３月期 94,234,171株

②  期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 4,125,502株 2025年３月期 9,195,446株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 85,097,171株 2025年３月期３Ｑ 84,592,355株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特

有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数及び期中平均株式数（四半期累計）の算定上控除する自己株式数には、従業員向け株式交付

信託が保有する当社株式が含まれております。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。



１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………………………… P.2

（１）当四半期の経営成績の概況 ……………………………………………………………………………………… P.2

（２）当四半期の財政状態の概況 ……………………………………………………………………………………… P.2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… P.2

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… P.3

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… P.3

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… P.5

四半期連結損益計算書 …………………………………………………………………………………………… P.5

四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………………………… P.6

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… P.7

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記） ……………………………………………… P.7

（セグメント情報等の注記） ……………………………………………………………………………………… P.7

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… P.8

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… P.8

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記） ……………………………………………………… P.8

○添付資料の目次

- 1 -

㈱東海理化(6995)　2026年3月期　第3四半期決算短信



１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、連結売上高は479,695百万円と、前年同四半期に比べ、

20,203百万円(4.4％)の増収となりました。利益につきましては、連結営業利益は29,598百万円と、前年同四半期

に比べ、1,979百万円(7.2％)の増益となりました。連結経常利益は36,551百万円と、前年同四半期に比べ、8,978

百万円(32.6％)の増益となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は26,504百万円と、前年同四半期に比

べ、3,838百万円(16.9％)の増益となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（日本）

　客先生産台数の増加などにより、売上高は241,636百万円と、前年同四半期に比べ、14,004百万円(6.2％)の増収

となりました。営業利益は合理化努力があったものの固定費用の増加などにより、232百万円と、前年同四半期に

比べ、104百万円(△30.9％）の減益となりました。

（北米）

　為替換算上の影響があったものの客先生産台数の増加などにより、売上高は131,232百万円と、前年同四半期に

比べ、9,709百万円(8.0％)の増収となりました。営業利益は売上高の増加に加え、合理化努力などにより、7,865

百万円と、前年同四半期に比べ、1,957百万円(33.1％）の増益となりました。

（アジア）

　為替換算上の影響や客先生産台数の減少などにより、売上高は145,642百万円と、前年同四半期に比べ、83百万

円(△0.1％)の減収となりました。営業利益は合理化努力などにより、18,780百万円と、前年同四半期に比べ、497

百万円(2.7％)の増益となりました。

（その他）

　売上高は36,455百万円と、前年同四半期に比べ、616百万円(△1.7％)の減収となりました。営業利益は3,210百

万円と、前年同四半期に比べ、410百万円(14.6％)の増益となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、機械装置及び運搬具（純額）の増加などにより、526,999百万円と、

前連結会計年度末に比べ、16,057百万円増加いたしました。負債は、電子記録債務の減少などにより、159,787百

万円と、前連結会計年度末に比べ、13,277百万円減少いたしました。純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利

益の計上による利益剰余金の増加などにより、367,211百万円と、前連結会計年度末に比べ、29,334百万円増加い

たしました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の連結業績予想につきましては、2025年10月30日の「2026年３月期　第２四半期（中間期）決算短信」で公

表しました予想値を修正しております。詳細につきましては、本日開示の「通期業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご覧ください。

　本資料に記載されている業績見通しなどの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 75,074 83,755

受取手形及び売掛金 81,774 74,988

電子記録債権 11,823 14,350

有価証券 23,198 24,137

商品及び製品 26,131 29,589

仕掛品 41,502 44,774

原材料及び貯蔵品 9,675 9,700

その他 16,387 15,362

貸倒引当金 △43 △56

流動資産合計 285,523 296,601

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 44,280 50,034

機械装置及び運搬具（純額） 35,807 46,702

その他（純額） 43,504 38,801

有形固定資産合計 123,591 135,537

無形固定資産

その他 4,445 4,797

無形固定資産合計 4,445 4,797

投資その他の資産

投資有価証券 32,579 23,916

退職給付に係る資産 50,099 51,221

その他 14,782 15,002

貸倒引当金 △79 △79

投資その他の資産合計 97,382 90,061

固定資産合計 225,419 230,397

資産合計 510,942 526,999

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 3 -

㈱東海理化(6995)　2026年3月期　第3四半期決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 51,306 48,811

電子記録債務 9,605 4,074

未払法人税等 2,547 3,903

賞与引当金 11,373 6,500

製品保証引当金 12,244 12,294

その他の引当金 1,227 1,152

その他 42,872 40,257

流動負債合計 131,179 116,995

固定負債

社債 10,000 10,000

役員退職慰労引当金 270 278

退職給付に係る負債 20,055 20,182

資産除去債務 72 72

その他 11,487 12,258

固定負債合計 41,885 42,792

負債合計 173,064 159,787

純資産の部

株主資本

資本金 22,856 22,856

資本剰余金 25,637 15,308

利益剰余金 241,060 258,596

自己株式 △19,001 △8,519

株主資本合計 270,552 288,241

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,068 5,337

為替換算調整勘定 23,303 34,773

退職給付に係る調整累計額 17,151 15,764

その他の包括利益累計額合計 45,523 55,874

非支配株主持分 21,801 23,095

純資産合計 337,877 367,211

負債純資産合計 510,942 526,999
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

売上高 459,492 479,695

売上原価 393,009 408,912

売上総利益 66,483 70,782

販売費及び一般管理費 38,863 41,183

営業利益 27,619 29,598

営業外収益

受取利息 946 950

受取配当金 603 360

持分法による投資利益 513 602

為替差益 － 4,098

その他 739 1,764

営業外収益合計 2,803 7,776

営業外費用

支払利息 32 49

為替差損 2,338 －

固定資産除売却損 － 685

その他 479 89

営業外費用合計 2,849 824

経常利益 27,573 36,551

特別利益

固定資産売却益 781 －

投資有価証券売却益 5,418 2,566

特別利益合計 6,199 2,566

特別損失

固定資産除売却損 114 －

減損損失 302 82

特別損失合計 416 82

税金等調整前四半期純利益 33,356 39,035

法人税等 9,324 10,937

四半期純利益 24,031 28,098

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,365 1,594

親会社株主に帰属する四半期純利益 22,666 26,504

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

四半期純利益 24,031 28,098

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △8,389 467

為替換算調整勘定 4,229 12,261

退職給付に係る調整額 △1,910 △1,392

持分法適用会社に対する持分相当額 35 0

その他の包括利益合計 △6,035 11,336

四半期包括利益 17,996 39,434

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 16,243 36,855

非支配株主に係る四半期包括利益 1,752 2,579

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

日本 北米 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 181,471 121,334 120,033 422,839 36,652 459,492 － 459,492

セグメント間の内部
売上高又は振替高

46,160 188 25,691 72,041 418 72,459 △72,459 －

計 227,632 121,523 145,725 494,880 37,071 531,952 △72,459 459,492

セグメント利益 336 5,908 18,283 24,529 2,800 27,329 289 27,619

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

日本 北米 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 191,954 131,100 120,667 443,722 35,972 479,695 － 479,695

セグメント間の内部
売上高又は振替高

49,681 131 24,974 74,788 482 75,271 △75,271 －

計 241,636 131,232 145,642 518,510 36,455 554,966 △75,271 479,695

セグメント利益 232 7,865 18,780 26,878 3,210 30,089 △490 29,598

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　 至　2024年12月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

　　　　　の事業活動を含んでおります。

　　２　セグメント利益の調整額289百万円は、セグメント間取引消去であります。

　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　 至　2025年12月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

　　　　　の事業活動を含んでおります。

　　２　セグメント利益の調整額△490百万円は、セグメント間取引消去であります。

　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2025年４月24日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、2025年５月30日付で、自己

株式5,000,000株の消却を実施いたしました。当該消却により、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金及

び自己株式がそれぞれ10,339百万円減少しております。この結果等により、当第３四半期連結会計期間末において

資本剰余金が15,308百万円、自己株式が8,519百万円となっております。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年12月31日）

減価償却費 15,426百万円 16,892百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。
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